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様式 2

平成元年度

1、  試 験 地 1 (列 状 皆 伐 )

下刈功程量調査 (ha当 り)

皆伐区  4,2人   (人機併用 )

択伐区  3,9人
平均   4,0人     〃

2、 試験地2(単本択伐)

総 靭
(上 )下刈功程量調査 (ha当 り)

3,2人       (人機併用)

(2)活着率調査
ア、ヒノキ植付 80本 枯損 3本 活着率 96

イ、ケヤキ植付 20本 枯損 0本 活着率100

(3)被害調査
ア、被圧木(ア )ヒ ノキ 7本  8%  活着分

(イ )ケヤキ 3本 15%
(被圧木は台風 19号の風倒本で被圧されたもの )

イ、野兎の害 ヒノキ i本  1%  活着分
(4)生聾謝量言謄
ア、ヒノキ 根元御 ,6cm、 樹高 68,8cm

イ、ケヤキ 根元径9,9Cm、 樹高154,Ocm

(5)相対照度調査
56,4

試 験 地 (場所)

阿蘇深葉国有林17に林小班
6,17ha(列状皆伐)

研究調査中止

阿蘇深葉国有林17に林小班
3,61ha(単木択伐50%)
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熊本営林署

課 題 低 コス ト化を目指 した人工造林技術の研究 (日 照抑制造林 )
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熊 本 署
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自平成 元年度

至平成  7年 度

年 度 別 実 施 経 過 4年 度  実 施 報 告

1、 下刈功程調査
下刈 2回 日、 全刈、人力機械併用
ha当 り 4.8人 (区 域面積 3.61ha)

成長量調査
ヒノキ 根元径 11.3 cm 樹高 102.2 cm

ケヤキ 根元径 12.3 cm 樹高 178.5 cm

2、

は叫枷卿靭‐４本、
3、 相対照度比率調査

64.87 %
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